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客家与多元文化

ベ トナム客家の移住 と

アイデ ンテ ィテ ィ

ンガイ人に関す る覚書

河合 洋 尚　 呉 雲 霞

摘要:根 据来源及語 言文化的差昇,越 南的客家人在政治上被 区分力

隼族(the　 Hoa)和 文族(the　 Ngai)。 迄今力止,有 美越南客家的研

究成果有限,尤 其鋏乏国窺越南哉争后越南客家的民族志研究。越南

哉争錆束后,越 南客家人寓散到世界各地 。本文通違江集対南越隼人、

北越隼人、越南リヨ併 的坊淡資料,多 角度描述属干文族的客家人,分

析遠一客家族群的跨境流劫与族群意枳 。

キー ワー ド:ン ガ イ人 客家 デ ィア スポ ラ 　ベ トナ ム
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1.は じめ に

　 2013年3月 、筆者(河 合)は 、 中国広 州 市 で 開催 され た 国

際 シ ンポ ジ ウムに参 加 した後 、 同 シ ンポ ジ ウム に参席 してい

た末 成道 男 、大 西和 彦 、 チ ュ ・ス ワ ン ・ザ オ の各 氏 と、客 家

の故 郷 と して知 られ る梅 州 市 に赴 い た。 梅 州 市で は まず 嘉応

大学 客 家研 究 所 を訪 問 した が、 そ の 時 、房 学 嘉所 長 は 三氏 が

ベ トナ ム調 査 に従事 して い る こ とを 知 り、ベ トナ ム の 客家 の

概 況 に つ い て尋 ね て きた。 近 年 、 東 南 アジ ア諸 国 の 客家 をめ

ぐる研 究 は増 加 してい るが 、そ の 大 多数 は シ ンガ ポ ール 、 マ

レー シア 、イ ン ドネ シア で あ り、 客家 研 究者 の間 で はベ トナ

ム の客 家 にっ い て ほ とん ど研 究 がな され て い な い(1)。 そ れ ゆ

え、 当時 はベ トナ ムの 客 家 につ い て知 る情報 が少 な か った の

で あ るが 、 この 時、 末 成 氏 か らベ トナ ム で 客家 が 一つ の少数

民 族 に な って い る こ とを即座 に指摘 して い た だい た。 この少

数 民族 は 、ンガイ 族(以 下 、「ンガ イ人 」 と表 記 す る)と 呼 ば

れ る(2)。

　 周 知 の通 り、 客家 は 世 界 中に 分布 す るエ ス ニ ック集 団 で は

あ るが 、移 住 先 で一 つ の少 数 民族 と して認 定 され て い る事例

は珍 しい。 ま た 、ベ トナ ムで は 華僑 ・華 人 に相 当す るホ ア族

とい う民 族 が い るが 、 ホ ア族 の 一部 に も客家 はい る(以 下 ホ

ア 族籍 の客 家 を 「ホ ア客 家 」 と表記 す る)。 で は 、なぜ ベ トナ

ムで は客 家 が 異 な る民族 に分 かれ てい るの だ ろ うか。 なぜ ン

(1)河 合 洋尚 「東南ア ジアにお ける客家研究の新傾向」『国立民族学博物館

　 研 究報告』38-1、31頁 、2013年 。

(2)ベ トナム研究ではガイ族 と表現 され ることが多い。ただ し、中国研 究

　 では、客家語で 「私」を指すNgaiを 「ンガイ」と呼ぶことが多いので、

　 本稿ではンガイ族 と表記する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 27
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ガ イ人 は独 立 した少 数 民族 と して認 定 され た のだ ろ うか。 そ

もそ も ンガイ 人 とホ ア客 家 とは どの よ うに 異 な るの だ ろ うか。

こ うした 関心 に基 づ き、河 合 は、 ベ トナ ム研 究 を専 門 とす る

呉 とと もに共 同研 究 を開始 した 。

　 まず我 々 が取 り組 ん だ の は、 ンガイ 人 に 関連 す る文 献 の整

理 で あ る。 我 々は 、各 自の語 学 能 力 を生 か し、 日本 語 、 中国

語 、ベ トナ ム語 、英 語 、 フ ラ ンス語 の文 献 を探 し、そ れ を解

題 す る こ とか ら始 めた。 そ の結 果分 かっ た の は、 ン ガイ 人 を

め ぐる記 録 や研 究 は世 界 的 にみ て も限 られ てい る とい うこ と

で あ る。 管 見 の 限 り、 ンガイ 人 を 主題 と した書籍 は存 在 して

お らず 、 関連 す る論 文 も数 え るほ ど しか 見 当た らない。 もち

ろ ん ンガイ 人 につ い て 断片 的 に触 れ て い る文 献 は存 在 す るが、

そ の大 多数 は、概 況 説 明 、歴 史 的記 録 、 民族 形成 史 に関す る

も ので あ り、 と りわ けフ ィー ル ドワー クに基 づ く現 代 の ンガ

イ 人 に 関す る民族 誌 的記 述 に 乏 しい。 した が って 、現在 、 ン

ガイ 人 が どこに住 み 、 どの よ うな生 活 を送 って い る のか にっ

いてす ら、 文 献 か ら知 る こ とは難 しい。

　 こ うした 状況 を鑑 み て 、我 々 は 、ベ トナ ム南 部 の ホー チ ミ

ン、 ビエ ンホ ア、 北 部 のハ ノイ 、ハ イ フ ォ ン、 お よび 中国の

華 僑農 場 に出掛 け、 数度 にわ た る フ ィール ドワー ク を実施 し

た。我 々の 調査 はま だ途 中段 階 で あ るが 、そ れ で もベ トナ ム

客 家 の基 本 的 な情 報 を入 手 す る こ とが で きた 。特 に ンガ イ人

につ いて は 、ベ トナ ムや 中国 で ン ガイ 人 に直 接会 った り、 ン

ガ イ人 と接 触 が あ ったベ トナ ム華 人 か ら昔 日の様 子 を聞 いた

りな ど して 、第 一 次 資料 を入 手 した。後 述 す るよ うに、 ンガ

イ 人 は現 在 ベ トナ ム に ほ とん どお らず世 界 各 地 に移 住 してい

るた め、 口述資 料 を得 る こ とが 困難 で あ る。 本稿 で は 、 ンガ
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イ人 にまつ わる移住 、アイデンテ ィティ及びそれ と関係す る

生活実践 を覚書 として紹介す ることで、今後のンガイ人研究

のための基礎資料 を提示するこ とに したい。

2.ン ガイ 人 の移住 と民 族 形成

　 ベ トナ ム は 中国西 南 部 に 隣接 して お り、歴 史 的 に中 国 の影

響 を強 く受 けて き た国 で あ る。 ベ トナ ムへ の華 僑 ・華人 の移

住 は相 当古 くに まで 遡 る と考 え られ 、特 に16世 紀 にな る とベ

トナ ム 中 ・南 部 へ の移 民 が 増加 した(3)。 現在 、ベ トナ ムで は

マ ジ ョ リテ ィで あ る キ ン族 の ほか 、53の 少 数 民族 が認 定 され

て い るが、 そ の うち ンガ イ 、ホ ア 、サ ンジ ウの三 つ の民 族 が

漢 族 に分 類 され てい る。 冒頭 で 述 べ た よ うに 、客 家 と関 わ り

が ある の は、 ンガイ 人 とホ ア族 で あ り、 ン ガイ 人 の 主要 構成

員 は 客家 で あ る。 他 方 で 、 ホア族 に は さま ざまな 出身 の漢族

が含 まれ て い るが、「五 幕 」と呼 ばれ る五 大派 閥 の 一つ は客家

とな っ てい る(4)。 た だ し、 ンガイ 人 とホ ア客 家 は 、 同 じ客 家

とい って も、ル ー ツ、言 語 、 文化 な どに違 いが 見 られ る。

　 で は、 ンガ イ人 の ル ー ツ は中 国 の どこな ので あろ うか。 ま

た 、 なぜ ンガ イ人 だ け が独 立 した少 数 民族 に認 定 され て い る

の で あ ろ うか。 これ らの 問題 につ いて はす で に研 究 が あ る。

(3)末 成 道男編 『ベ トナム文化人類学解題　　 日本 からの視点』、東京外 国

　 語大学 アジア ・アフ リカ文化研究所 、2008年 。

(4)ベ トナム北部のサンジウ族農村 で調査を したベ トナム社会科学院の ト

　 ラン ・アン ・ダオ氏によると、サンジウ族は広東語 を話すがヤオ族で

　 ある。 ただ し、同機構 のチ ュ ・スワン ・ザオ氏 は、サ ンジ ウ族 のなか

　 に 「ンガイ」 を自称す る者がいる と言い、サンジウ族に も客家かそれ

　 に近い集 団が含まれている可能性 も捨てきれ ない。サンジ ウ族 と客家

　 の関係 についての調査は、今後の課題 としたい。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 29
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地 図1　 ベ トナム地 図

　 まず 、古 田元 夫 と範宏 貴 に よれ ば 、 ンガイ 人 は 、広 西 チ ワ

ン族 自治 区(以 下 、 広西 省 と表記 す る)か ら移住 して き た と

い う。 彼 らは 、主 に防城(現 在 の広 西 省 防城 港 市)か らベ ト

ナ ム東 北 部 に移 住 し、 ク ア ンニ ン省 、 ラ ン ソ ン省 な どに 定住

した(5)。 ンガ イ 人 がい つ 頃 か らベ トナ ム東 北部 に移 住 して い

た か にっ い て は定 か で は ない。 しか し、 フ ラ ンス の軍 医 で あ

(5)古 田元夫 『ベ トナム人共産主義者 の民族政策史　　革命の中のエスニ

　　シテ ィ』大月書店、1991年 、428頁 。 範宏貴 『越 南民族与民族問題』

　 広西民族 出版社、1999年 、219-220頁 。

　　　 　　　　　 　　　　　　 　 30
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った バイ ラ ンに よる と、19世 紀 の最 初 の20、30年 代 に はモ

ンカ イ に は ンガ イ人 が 移住 して い た とい う。 ンガ イ人 は、 フ

ラ ンス統 治 時 代(1887～1954年)以 前 には 、ベ トナ ム に居 住

して い た と考 え られ る(6)。

　 広 西省 か ら移 住 して き た ンガ イ人 は、 主 に農 耕 に従 事 して

きた が、 な か に は水 上 生活 者 と して漁 業 に携 わっ て い きた者

もい た(7)。 彼 らは 、 フ ラ ンス統 治 前 か らベ トナ ム に移住 して

きた た め、 周 囲 の少 数 民族 で あ る ヌ ン族 や キ ン族 と変 わ らな

い 生活 を送 っ てお り、 これ らの 民族 との混 血 も進 んで い た と

され る(8)。 さ らに 、1939年 刊行 の 『佛領 印度 支那 に於 け る華

僑 』 では 、 南部 には 客家 がい る と記 述 してい るの に対 し、北

部 の華 僑 は 広東 人 、湖 北人 、雲 南 人 が 主流 で あ る と書 かれ て

い る(9)。日本 の調 査 員 は 、ンガ イ人 を華僑 や 客 家 とみ な さず 、

他 の民 族 で あ る と認 識 してい た 可能性 が あ る。

　 古 田 に よ る と、第 一次 イ ン ドシナ 戦 争 時(1946～54年)の

問 、ン ガイ 人 の人 口は約10万 人 で あっ た。古 田は 、そ の ンガ

イ 人 が どの よ うに して一 つ の少 数 民 族=ン ガ イ族 と して認 識

され る よ うに な った の か、 民族 形 成 の プ ロセ ス につ い て論 じ

て い る。まず 、1948年 に 中国共 産 党 が介 入 す る と、ンガ イ族

は ヌ ン族 で は な く華僑 と して扱 われ るよ うに な った 。そ して 、

1973年 にベ トナ ム政府 は 、 ンガ イ人 を 「華 民 族 」 に分 類 し、

兄弟 国 で あ る 中国 との 「友 好 の 絆」と して の役 割 を期 待 した。

(6) Vaillant, L. "L'Etude anthropologique des Chinois Hak-ka de la 
   province de Moncay  (Tonkin)," L' Anthropologie. 30: 83-109. 

(7) Dang, N.  V.  , Chu  T.  S., and Luu H. Ethnic Minorities in Vietnam.
Vietnam:The　 Gioi　 Publishers,2000,236-237.範 宏 貴 『越 南 民 族 与

民 族 問 題 』 広 西 民 族 出 版 社 、1999年 、220頁 。

(8) Vaillant , L. "L'Etude anthropologique des Chinois Hak-ka de la 
   province de Moncay  (Tonkin)," L' Anthropologie.

(9)満 鉄 東亜経済調査局 『佛領印度支那 に於 ける華僑』開明堂、1939年 。
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ところが 、1975年 にベ トナ ムが 統一 され る と、中 国へ の不 満

と脅威 を感 じたベ トナ ム政府 がそ れ ま での 政策 を一転 させ 、

華僑 にベ トナ ム国籍 の取 得 を求 めた。1970年 代後 半 に はベ ト

ナ ムー 中 国 間 の 関 係 悪 化 に 伴 い 、 ン ガ イ 人 を含 む 多 くの 華

僑 ・華 人 がベ トナ ム を離 れ てい った。 こ うした事 態 に対 処す

るた め、ベ トナ ム政 府 は ンガイ 人 を独 自の少 数 民族 と して認

定 した が 、す で に大 多 数 の ンガ イ 人 は 中国 、 ア メ リカ 、カ ナ

ダ 、オ ー ス トラ リアな どに流 出 して い た(1°)。2012年 に刊 行

され た ベ トナ ム 民 族 の 概 説 書 に よ る と、 ンガ イ 人 の人 口は

1035名 で あ る(11)。

　 ンガイ 人 の 少数 民 族認 定 が比 較 的遅 く、 ま た国 内人 口が少

ない た めか 、 我 々が 調 査 した 限 りにお い て 、彼 らは 「ンガイ

族 」 との認 識 が乏 しい。 高齢者 の な か には 、 ンガ イ人 とは 自

称 す る が、「ン ガイ族 」とい う言葉 を聞 い た こ とが ない 人 々す

らい た。 他 方 で、 ンガ イ人 のル ー ツ と移 住 に関 して は 、先 行

研 究 で指 摘 され て い る内容 と、 ほ ぼ 同 じ話 を現地 で 聞 く こ と

が で きた 。 す なわ ち 、ベ トナ ムや 中国 で ンガ イ人 か ら聞 いた

話 に よ る と、彼 らの祖 先 の大 多数 は、現 在 の広 西 省 防城 港 と

そ の 附近 か ら移 住 して い る。 彼 らの祖 先 の な か には 、 防城 港

に あ る那 良鎮(写 真1)か らの移 住者 が最 も多 いが 、 同 じ広

西省 の東 興 、北海 、欽 州 お よび広 東省 の廉 江 か ら陸 路 でベ ト

ナ ム東 北 部 に移住 した者 もい た。ま た、1954年 ま で ンガイ 人

の本 拠 地 は 、 クア ン ニ ン省 な どのベ トナ ム東 北 部 で あ り、 し

(10)古 田 元 夫 『ベ トナ ム 人 共 産 主 義 者 の 民 族 政 策 史 一 革 命 の 中 の エ ス ニ

　 シ テ ィ 』 大 月 書 店 、1991年 、429-435頁;『 ベ トナ ム の 世 界 史 一 中

　 華 世 界 か ら 東 南 ア ジ ア 世 界 へ 』東 京 大 学 出 版 会 、1995年 、187-188頁 。

(11)　QThe　 Great　 Family　 of　Ethnic　 Groups　 in　Vietnam　 Viet　 Nam　A　Radical

　 Approach』 、2012年 、94-95頁 に よ る 。
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か も相 当数 の ンガ イ人 が この地 にい た こ とは 、現 在 で もハ イ

フォ ン在住 の華 人 か ら聞 くこ とがで き る。

写真1　 ンガイ人の 「故郷」の一つで ある那良鎮

　 ただ し、現 在 のベ トナ ム 東北 部 に は ンガ イ 人 は ほ とん どい

な い。我 々 が聞 い たオ ー ラル ・ヒス トリー に よる と、 ン ガイ

人 は、1949年 にベ トナ ムが 独 立 して か ら、主 に二 度 の 波 を通

してベ トナ ム北 部 か ら離 れ て い る。

　 そ の 第一 の波 は1954年 で あ る。この年 、デ ィエ ン ビエ ン フ

ー の戦 い に よ りフ ラ ンス 軍 はベ トナ ム か ら完全 に撤 退す る こ

とにな っ たが 、同時 に北 緯17度 線 で南 北 が 分裂 した。それ に

よ り、 北部 の華 人 が南 部 に 大量 移 住 し、そ の なか に ンガイ 人

が含 まれ てい た。 現 地 の 華人 は、 この移 住 を 「南 徹 」 と中国

語 で 表現 して い る。

　 第 二 回 目の波 は1978年 か ら79年 で あ る。 この時 期 、ベ ト

ナ ムで は華 人 排 斥運 動 が 強 ま り、 ベ トナ ム 全 土 の華 人 が 、故

郷 であ る中 国 に戻 った り、 ア メ リカ 、 カナ ダ 、オ ー ス トラ リ
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ア な どの第 三 国 に移 住 した り した。 それ に よ り、 特 に北 部 に

居 住 して いた ンガイ 人 の ほ とん どは 、ベ トナ ムを離 れ て い っ

た。 我 々 が東 北部 の 中心都 市 で あ るハ イ フ ォ ンで華 人(広 府

人)に 話 を伺 った 時 も、「ンガ イ 人 は も うこの付近 に はい ない

よ」「い ま ンガ イ人 は 中国 との 国境 ライ ンに あ るモ ンカ イ とラ

オ カ イ に少 数 い るだ けだ」 な どの答 えが返 って くるば か りで

あ った。

　 我 々 が現 在把 握 して い る 限 りにお い て 、一 部 の ンガ イ人 は

ホ ー チ ミンや ビエ ンホ ア な どベ トナ ム南 部 に居住 して い る。

また 、海 外 に移 住 した 多数 の ンガイ 人 は、 北 米や ヨー ロ ッパ

な ど さま ざま な国 に住 んで い るが、 中国の 華僑 農 場 に も少 な

か らず 移 住 してい る。 以 下 、 ン ガイ 人 の移 住 、ア イ デ ンテ ィ

テ ィ、お よび それ と関連 す る生 活 実 践 につ い て、 ベ トナ ム南

部 、ベ トナ ム北 部 、お よび 中 国広 東省 の花都 華 僑農 場 の事 例

か ら報 告 して い く こ とにす る。

3.ベ トナ ム 南 部 の ン ガ イ 人

　 ベ トナ ム南 部 に華 僑 が 入植 し始 め たの は16、17世 紀 で あ る

と考 え られ てい る(12)。特 に フ ラ ンス 統治 時代 には 、サ イ ゴン

(今 の ホー チ ミン)に 多 くの 華僑 ・華 人 が住 み 、貿 易や 商 売 な

どに従 事 して い た。彼 らは出 身 ご とに集 団 をつ く り、広 府 人 、

福 建 人 、海 南 人 、潮州 人 、客家 か らな る 「五 幕」を形 成 した。

現 在 で もホー チ ミンの 第五 郡 には 出身 地 ご との会館 が あ り、

各 会館 に は神 々 が祀 られ てい る。

(12)芹 澤 知広 「華僑華人　南部」末成道男編 『ベ トナム文化人類学文献解

　 題一 日本か らの視 点』東京外国語大学アジア・アフ リカ文化研究所、

　 2008年 、130-131頁 。
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　 ベ トナ ム 南部 の客家 の大 多数 は、 広 東省 か ら海 路 で 移住 し

て きて お り、現 在 は ホ ア族 に属 す る。彼 らが 中国 か ら移住 し

た具 体 的 な 時代 は 定 か で ない が 、19世 紀 に は採石 労働 者 と し

て広 東省 か ら ビエ ンホ ア に移 住 した といわ れ る(13)。実 際 、 ビ

エ ンホ ア に あ る石 山古 廟 には 、魯 班 神 だ けで な く、「旅 越 ・邊

和 客 蒲 衆先 僑 総牌 位 」 と書 かれ た 赤 い位 牌 もあ る。彼 らの多

くは、広 東 省 東 部 の大 哺 、 興寧 、 梅 県 、紫 金 、お よび 現地 で

「恵東 宝 」 と称 され る恵 州 、東 莞 、宝 安 の 出身者 で あ る。1949

年 の統計 で は、サ イ ゴ ンのチ ョロン地 区 に いた40万 人 の華 僑

の うち 、10.6%が 客 家 で あ った とい う(14)。

　 広 東省 か らベ トナ ムに移 った 客 家 は 、ま ず潮 州 系 の義 安 会

館 に属 し、1918年 に は金 邊 六省 幕会 所 と して独 立 した(15)。

そ して 、1955年 に はベ トナ ム崇 正会 と名 乗 り、現 在 、ベ トナ

ム最 大 の客 家 団体 とな っ て い る。 た だ し、ベ トナ ム崇 正 会 の

成 員 は 、大 多数 が ンガ イ人 では な くホア 客家 で あ る。 我 々が

調 査 した ところ に よ る と、崇 正会 に属す る70歳 以 上 の ホ ア客

家 は ほ ぼ全 員 が幼 少 期 か ら客 家 と しての 自己認識 を も って い

た と答 えて お り、客 家 ア イデ ンテ ィテ ィが相 対 的 に強 い 。 も

っ ともホ ア 客 家 のな か に も3～5世 代経 っ てお り、特 に青 少年

層 の なか に は 客家 語 を解 さず 、広 東 語や ベ トナ ム語 で生 活 を

送 っ てい るケ ー ス も珍 し くな い。 こ う した状 況 の も と、 ベ ト

ナ ム崇 正 会 の幹 部 は 、客 家語 や 客 家 文化 の継 承 に熱 心 で あ り、

2001年 か ら客 家 語 の 授 業 を無 償 で 客 家 の 子弟 に 開 くな どの

(13)呉 静 宜 『越南華人遷移 史与客家話的使用一 以胡志 明市為例』国立 中

　 央大学客家語文研究所修士論文、2011年 、122頁 。

(14)華 僑 志編纂委員会編 『華僑志　　越南』出版地不明、1958年 、51頁 。

(15)呉 静 宜 『越南華人遷移史与客家話的使用一 以胡志 明市為例』国立 中

　 央大学客家語文研究所修士論文、2011年 、115頁 。
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活 動 を展 開 してい る。他 方 で 、彼 らは、1999年 以 降 、客 家文

化 を 高揚 す る 目的 で 、観 音像 、 四面佛 、客 家公 祠(客 家 の祖

先 を祀 るお 堂)な どを配 置 した 「客 家聖 地 」 を建 設す る動 き

をみせ て い る。

　 しか しな が ら、 ンガイ 人 が こ う した動 きに参 与 す る こ とは

ほ とん どな い。1954年 の 「南徹 」 以来 、ベ トナム 東 北部 を拠

点 と して い た ンガイ 人 は 、ハ イ フォ ン を経 由 して海 路 で ベ ト

ナ ム南部 に移 住 した。 た とえば 、 ンガイ 人 は 、ホ ーチ ミンの

第 六 郡 に 自由村 を形 成 しただ けで な く、 ドンナ イ省 の ビエ ン

ホ ア、 ロンカ ン、デ ィ ンク ア ンな どに定 住 した(16)。そ うした

なか 、ベ トナ ム南 部 の 多数 派 を 占め るホ ア客 家 が ンガ イ 人 と

接 触す る機 会 も次 第 に増 して い っ たが 、 ホ ア客家 は ンガ イ人

が 「正 統 な客家 」 で は な く、 異 な る集 団 で あ る とみ な す よ う

にな っ た。 す なわ ち、 ホ ア客 家 は 、一 方 で は ンガイ 人 が 客家

の 系統 に属 す る こ とは認 めつ つ も、他 方 で 、「ンガイ 人 は ヌ ン

族 と一 緒 に 暮 らす うち に客 家 の文 化 を 忘れ た 」「ンガ イ人 は農

耕 を主 と して きた た め 商売 を 主 とす る私 た ち とは生活 習 慣 が

異 な る」「ンガイ 語 は確 か に客家 語 に近 い言 葉 を話 す が詑 りが

強 い」 な ど、 自ら とン ガイ 人 を差 異化 す る発 言 を常 に 口に し

て い るの で あ る。

　 ま た、 ン ガイ 人 自身 も、 自 らが 客 家 で あ る とす る 自己認 識

を強 くは もって い な い。 我 々 が話 を伺 った ホー チ ミン在 住 の

ンガイ 人 た ちは 、「ン ガイ 語 は客 家語 と似 て い るが 実 際 には 異

な る」「私 た ちは広 西 人 で あ り今 で も 自分 が 客家 で あ る とは思

(16)1979年 の 華人排斥運動以降、多 くの華僑 ・華人がベ トナムを離れたた

　 め、 自由村な ど多くの ンガイ人 コミュニテ ィも崩壊 した。 しか し、現

　 在でもホーチ ミン、ロンカン、デ ィンクアンな どには少数ながらンガ

　 イ人が住んでいる。
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っ てい な い」 と主 張 してい た。 人 に よっ ては 、 ヌ ン を 自称 す

る者 もい た(17)。 この よ うに 、ンガ イ人 は、外 部 者 に よ り客 家

と呼称 され てい る こ とは知 っ てい るが 、客 家 と して の アイ デ

ンテ ィテ ィを強 く もって い る わ けで は ない。

写真2:ホ ーチ ミンの護国観音廟。右側は欽廉会館。

2010年 、ンガ イ人 は、ホー チ ミン の護 国観 音廟 内部 で 欽廉

同郷会 とい う地縁団体を結成 した。欽廉 は、清朝期 の欽州府

と廉 州 府 を指 し、 現在 の東 興 、 防城 港 、 北海 、合 浦 な ど ンガ

イ 人 の主 要 な 出身 地 を指 す(18)。も ち ろん欽 州府 と廉 州府 に は

ンガイ 人 ば か りが い るわ けで は な いが 、会 長 をは じめ多 くの

ンガイ人が成員 となっているため、ベ トナ ム客家 団体は欽廉

(17)た だ し、彼 らは昔か ら漢族 としての意識 をもってお り、「ヌン」を 自称

　 　していたのは中国人であることを隠すためであった と主張 している。

　 ヌンを名乗った理 由は、「儂」(ヌ ン)が 「農」と同 じ発音であるため、

　 農業をす る集団 とい う意味で使っていた とい う。

(18)こ の地域の 「客家」 も長 らくンガイ人(ま たはンガイ語 を話す人 々)

　 を自称 してきたが、近年は客家文化政策の影響 を受けて客家 を自称す

　 るようになっている。
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同郷 会 を客 家 団体 と して位 置 づ け て い る。 た だ し、欽廉 同郷

会 の成員 は、 この組 織 が完 全 に 客家 の団体 で ある と考 え てい

る わけ で はな い。 彼 らは 、護 国観 音 廟 を精神 的拠 り所 と し、

広 西 人 と して の アイ デ ンテ ィテ ィ を強 くも って い る。

4.ベ トナ ム 北 部 の ン ガ イ 人

　 フ ランス 統 治時 代 、華 僑 ・華 人 は、ハ ノイ 、ハ イ フ ォ ン を

中心 とす るベ トナ ム 北部 に も多 く居住 して い た。 ハ ノイ に輿

東 会館 と福 建 会館 が あ り(19)、ハ イ フ ォ ンに 中華 会館 が あ った

こ とは(2°)、一定 数 の華 僑 ・華 人 が い た証拠 で あ る。だ が 、1978

年 か ら79年 に 中越 関係 が悪 化 す る と、特 にベ トナ ム 北部 の 大

多数 の華僑 ・華 人 は 中国 や そ の他 の 国 々に移 住 した。 ハ ノイ

やハ イ フォ ン で華僑 ・華 人 につ い て調 査 し よ うと手掛 を さ ぐ

っ てい た 時 、「か つ て○ ○ に は 中国 人 が多 くい たが今 で はベ ト

ナ ム人 の居 住 地 に な って い る」 とい った類 の言葉 を何 度 聞 か

され た か分 か らな い。 ま た、 華僑 ・華 人 が会 館 を 中心 に活動

を展 開 して い る南 部 に比 べ、 北 部 で は会館 す ら目立 った 形 で

は存 在 してお らず 、華僑 ・華 人 文化 を謳 う表 立 っ たイ ベ ン ト

(19)ハ ノイの卑東会館 と福建会館については、山本達郎 「ハ ノイの華僑 に

　 関す る資料」(『南方史研究』1、99-105頁 、1959年)に 詳 しい。なお、

　 我々は2014年1.月2日 に中国広東省花都市で調査 をしていた ところ、

　 偶然 、ハ ノイに昔在住 していた1928年 生 まれの華僑に出会 うことがで

　 きた。彼は広西省防城 港出身の広府人であったが、ハ ノイでは再東会

　 館 に属 していたとい う。再東 とは必ず しも現在 でい う広東省東部を指

　 すわけではなかった ようである。 また、彼の話 によると、戦前のハノ

　 イには、再東会館 と福建会館のほか九江会館 もあった とい う。九江会

　 館 は規模 こそ大き くなかったが、江西省出身の華僑の団体であった。

(20)ハ イ フォン市内の旧中華街の近 くにはかつ て中華会館 があ り、今 は市

　 場 になっている。 この市場にある 「三婆廟」は、今で こそベ トナム人

　 の信仰対象になっているが、かつては中華会館 の主神であった。中華

　 会館の主要構成員は、広府人 と福建人であ り、客家は昔か らハイフォ

　 ンにはほ とん どいなかったと聞 く。
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も ほ とん ど 目にす る こ とが で きな い。 現 在 、ベ トナ ム北 部 に

暮 らす華 僑 ・華人 は、 ベ トナ ム人 の居 住 区 に混 じっ て 、 中国

を強調 す る こ とな く暮 ら してい る。

　 こ うした状 況 もあ り、 現在 のベ トナ ム北部 で は外 国人 が 華

僑 ・華人 に絡 む フ ィー ル ドワー クをお こな うのが 困難 にな っ

て い る(21)。しか し、我 々 は、呉 がハ イ フォ ンで長 年 フ ィール

ドワー ク をお こな って きた 関係 で 、特 にハ イ フォ ン市 内で 多

くの華人 にイ ンタ ビューす る機 会 に恵 ま れ た。 ハ イ フ ォ ンの

華 人 が推 測 す る とこ ろ に よる と、ハ イ フォ ン に現在 居 住 す る

華 人 は約200名 で あ る。我 々 は 、す で に20～30名 の華 人 に会

って い る が、彼 らは ほぼ全 員 が 広府 人 で あ り、ベ トナ ム人 を

配 偶者 か嫁 と して い る。 ベ トナ ム 人 との 混血 が進 ん で い るだ

けで な く、 日頃 か らベ トナ ム語 を流 暢 に話 し、ベ トナ ム料理

を食 べ 、ベ トナ ム の習俗 を話 す な ど、ベ トナ ム社 会 に溶 け込

んで 生活 して い る。

　 ベ トナ ム東 北 部 は、 か っ て ンガ イ人 の主要 な居住 地 で あっ

た。 そ の た め、南 部 で は 、 ンガ イ 人 を 「ハ イ フォ ン客」 と呼

ぶ こ と もあ る。た だ し、ハ イ フ ォ ン市 内 に住 む60歳 以 上の 華

人 に聞 い た ところ 、ハ イ フォ ンで は昔 か らン ガイ 人 が多 か っ

た わけ で は なか っ た。 た とえ ば、ベ トナ ム戦 争 期 に 中華 学 校

の校長 を して い たA氏(70歳 代 、男性)は 、 「ンガ イ人 の 生

徒 は40名 の ク ラス の うち、1人 ほ どで あっ た」と述 べ て い る。

ベ トナ ム南 部 で ン ガイ 人 が 「ハ イ フ ォ ン客」 と呼 ばれ てい る

理 由は 、 ク ア ンニ ン省 な ど東 北 部 に住 ん で い た ンガ イ人 が 、

(21)伊 藤 正子 「華僑華人　北部」末成道男編 『ベ トナ ム文化人類学文献解

　 題一 日本か らの視点』東京外 国語大学アジア ・ア フリカ文化研 究所、

　 2008年 、132頁 。

39



客家与多元文化

1954年 の 「南 撤 」の 時 にハ イ フ ォ ン港 か ら南部 に移 住 した こ

とに よる とい う。

　 A氏 と同 じ学 校 で教 員 を してい た こ との あ るB氏(80歳 代 、

男性)の 話 に よ る と、1954年 か ら79年 まで は 、多 数 の ンガ

イ 人 がベ トナ ム東 北部 、 特 に クア ンニ ン省 に住 ん で い た。A

氏 とB氏 は 、1966年 か ら72年 にか け て 、ベ トナ ム戦争 での

疎 開 のた め 、生 徒 を 引 き連れ て クア ン ニ ン省 の 山地 で生 活 を

送 って い た が 、そ こは、 ま さに ンガ イ人 の居 住 地 で あ った と

い う。 彼 ら と生 徒 た ちは 、 ン ガイ 人 と 日々接 触 し、 ンガ イ人

の助 け を借 りなが ら生 活 して きた。

　 それ で は 、 当時 の ンガ イ 人 は どの よ うな 生活 を送 っ てい た

の だ ろ うか。 我 々 の知 る限 り、 当時 の ンガ イ人 の 生活 を描 い

た記 録 が残 され て い ない た め 、 当時 の ンガ イ人 の衣 食 住 、及

び彼 らの ン ガイ 人 に対 す る印象 な どにつ い て 、A氏 とB氏 に

下記 の イ ン タ ビュ ー をお こな った(質 問者 は筆者 で あ り、 回

答 者 は 広府 人 で あ るA氏 とB氏 。2013年12月 にハ イ フ ォ ン

市 内で 実施 した)。

[問]あ な た方 は どの よ うな状 況 の もと ンガイ 人 と接 触 した

の です か。 彼 らに は どの よ うな印象 を も ちま した か。

[答]1964年 、ア メ リカ軍 が ハ イ フ ォン を爆 撃 し始 めた た め 、

我 々の 学校 は クア ンニ ン省 の東 潮 県 に疎 開 しま した。 こ この

住 民 が ンガイ 人 で した。 ンガイ 人 の大 多数 は広 西省 か らの移

住 者 で 、彼 らの言 葉 は 広東 語 とも異 な って い ま した。 ンガイ

人 は藍 色や 黒 色 の服 を好 ん で着 て い ま した。1973年 、我 々は

ハ イ フォ ン に戻 りま した が 、そ の後 も我 々 は彼 らを訪 ね に行

き ま した し、彼 ら もハ イ フォ ンに 来 ま した 。 しか し、1979年

に 中越 関係 が 悪化 す る と、彼 らはベ トナ ム を離 れ 、一 部 は 中
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国 に戻 り、他 は欧 米 に逃 げて い っ たの です 。

[問]ン ガイ 人 とは どの言 語 で 交流 して い た ので す か。

[答]あ そ こに は ンガ イ人 のほ か 、 キ ン族 、ヌ ン族 、サ ンジ

ウ族 がお り、 み な広 東語 かベ トナ ム語 を話 す こ とが で きま し

た。 ン ガイ 人 とも広 東語 や ベ トナ ムで 話 してい ま した。

[問]ン ガ イ 人 は何 を生業 と し、 どの よ うな もの を食 べ て い

た の です か。

[答]彼 らは 主 に稲 作 に従 事 して い ま した。 穀 物 、 ジ ャガ イ

モ 、サ ツマ イ モ、 ピー ナ ッツ、 サ トウキ ビな ども好 ん で食 べ

て い ま した。 彼 らの 家 に は大 きな鍋 が あ り、お 粥 を好 ん で食

べ て い ま した。 朝 もお粥 を食 べ 、仕 事 か ら帰 って もお 粥 を食

べ て い ま した。 お 粥 を食 べ る時 、 ピー ナ ッツや塩 漬 け した オ

リー ブ も一緒 に食 べ て い ま した。

[問]ン ガイ人 は どの よ うな所 に住 ん で い た ので す か。

[答]彼 らの祖 先 が ど うい うと ころ に住 ん でい た か は知 りま

せ ん。 で も、 当時 の ンガイ 人 の住 宅 は 、ベ トナ ム人 の そ れ と

それ ほ ど違 っ ては い ませ んで した。 竹 と木 で 組 み 立て 、 泥 で

壁 を塗 った住 宅 で す。 も し経 済条 件 が よけれ ば 瓦 を さ らに加

えます が 、 当 時は 戦争 中で した か ら、 瓦 も結 構 な費 用 が か か

りま した。 ンガイ 人 は親 戚 で 一緒 に住 む こ とを好 み 、 イ トコ

も近 所 にい ま した が 、家 ご とに分 か れ て い ま した。

[問]ン ガ イ人 の 家庭 で は どの よ うに分業 が お こなわ れ て い

た の です か。

[答]当 時 の ン ガイ 人 は 、農業 な どの 重労 働 に従 事 してい ま

した。 山に柴 を刈 りに行 った り、家 を建 てた りす るの は 男性

の仕 事 。 女性 は、 田植 え を した り、鶏 を飼 った りして い ま し

た。 子 供 の世 話 をす るの はだ い た い女性 で した が 、男 性 も子
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供 を抱 い た り食 べ させ た り してい ま した。 た だ、 男性 が家庭

にい るの は少 な く、 自分 の仕 事 に従事 して い ま した。

[問]ン ガ イ人 は他 の華 僑 ・華 人 とど うい うとこ ろが異 な っ

て い ま した か。

[答]ン ガイ 人 は 勤勉 で 、誠 実 で あ る と、私 た ちは よ く言 っ

て い ます。 彼 らは 、我 々 に手 助 けを して も見返 りを求 め る よ

うな こ とは しませ んで した。 た だ し、民族 と して の違 い は感

じませ ん で した し、生 活 してい て慣 れ な い とい うこ ともあ り

ませ ん で した 。彼 らも華 人 の一 系統 なの です し、 ンガ イ語 を

話 す 同 じ中国 人 とい っ た感 じです 。

　 以 上 は、 我 々 が実 施 したイ ンタ ビュー の一 部 で あ るが 、 当

時 の ン ガイ 人 の生 活 状況 の断 片 を知 る こ とが で き る。 もち ろ

ん 、 当時 が 戦争 中で あ っ た こ とを考 慮 に入 れ な けれ ば な らな

い が 、A氏 やB氏 に よる と、 ンガイ 人 は質 素 で勤 勉 な集 団で

あっ た よ うで あ る。 こ う した ン ガイ 人 に対 す る印 象 は 、客 家

が 質素 ・勤勉 で あ る とす る一般 的 な言説 とも重 な る と ころが

あ る。

　 さて、 イ ン タ ビュー の内容 に も あっ た よ うに 、 クア ンニ ン

省 に居 住 して いた ン ガイ 人 は 、1979年 以 降 にベ トナ ム を離 れ

て い った。 我 々は 、 クア ンニ ン省 に まだ ンガイ 人 が残 って い

な いか 糸 口を探 っ てい る段 階 で あ るが 、「ンガイ 人 が も とも と

住 んで い た村 は廃 嘘 にな っ てい た 」 とい う話 を聞 くな ど、 ま

だベ トナ ム北 部 で直 接 、 ンガ イ 人 か ら話 を伺 うに は至 って い

な い。 いず れ にせ よ、 も とも とンガイ 人 が 多か っ た クア ンニ

ン省 とそ の周辺 地 域 で は 、 ほ とん どンガ イ人 が住 ん でい な い

状 況 に あ り、一 時期 は10万 人 い た と言 われ る人 口 も、す で に

そ の 足跡 を辿 るのが 困難 な ほ ど減 少 して い る とい うこ とは確
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か な よ うで あ る。

5.現 代 中 国 の ン ガ イ 人

　 以上 の よ うに、ベ トナ ムで は 、現 在 、南 部 を 中心 とす る い

くつ か の 地点 に居住 す るだ け とな って お り、 大多 数 が 中 国や

欧米 諸 国 な どに移住 してい る。 換 言 すれ ば、 ベ トナ ム 国 内で

は な く、ベ トナ ム 国外 に行 っ た ほ うが ンガ イ 人 に会 える確 率

が 高ま る。 そ のた め我 々は 、ベ トナ ム だ けで な く、 中国 で も

フ ィール ドワー クをお こな っ て きた。

　 中国 で ン ガイ 人 の調 査 をお こ な う時 には 、 主 に二 つ の方 向

が あ る。 一 つ は、 ン ガイ 人 の故 郷 で あ る広 西省 防城 港 か ら広

東 省 の東 部 にか け た地 域 で 、ンガイ 人(中 国語 で 「支 人 」)と

呼 ばれ る集 団 を調 査 す る方 向で あ る。 彼 らは 、ベ トナ ム に移

住 した経 験 を もた ない が 、ベ トナ ム の ンガ イ人 の源 流 ともい

え る集 団 で あ る。 彼 らの 一部 は、 近年 の客 家文 化 政策 の影 響

を受 け 「客 家 」 を 自称 して い るが 、 も とも とは ンガ イ と名 乗

り、 今 で も 自 らの言 語 を ンガイ 語 と称 す る こ とが 多 い(広 西

省 玉 林 市 の事 例 に代 表 され る(22))。 一 部 は 、 中 国 に あ って も

い まだ に客 家 と して の 意識 を もたず 、 ンガ イ人 と 自称 す る者

もい る(23)。も う一つ は、ベ トナ ム か ら中国 に帰 国 した ンガ イ

人 の調 査 で あ る。 彼 らは 中 国の 全 土 に分布 してい るが 、特 に

南 方 の華 僑 農 場 とそ の 周辺 に多 い。 なぜ な ら、1978年 以 降 、

ベ トナ ムで 華 人排 斥 の 動 き が高 ま る につ れ 、 中国 に戻 った ン

ガ イ 人 は、 ま ず政 府 に よ り華 僑農 場 に安 置 され た とい う経緯

(22)河 合洋 尚 「広西省玉林市 における客家意識 と客家文化」『客家與多元文

　 イヒ』　7　:37-38。

(23)た とえば、広東省廉江県では、ンガイ人 とい うカテ ゴリーが存在する

　 が、それが 「客家」であると認識 しない者が存在す る。
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が あ るか らで あ る。市 場 経済 化 が進 む につ れ 、ンガイ 人 は徐 々

に華僑 農 場 を離 れ て い くこ とに な るが 、現 在 で も華僑 農 場 と

そ の附 近 に住 む 者 は少 な くな い。 そ の うち我 々 は、 二種 類 の

ンガイ 人 の うち、 後者 に焦 点 を 当て て 、広 東省 広州 市 の北 部

に位 置 す る花 都 華僑 農 場 の ン ガイ 人 を 、数度 にわ た りフ ィー

ル ドワー ク した(24)。

　 まず 、現 地 で ベ トナ ム 華僑 僑 友 会 の要職 に も就 くC氏(ン

ガイ 人)に よ る と、花都 華 僑農 場 に は約1500名 のベ トナ ム帰

国華 僑 がお り、 そ の うち約1000名 が ンガイ 人 で あ る。 ま た、

ンガイ 人 は、 花都 華 僑農 場 に特別 多 い とい うわけ で は な く、

深 馴 の 光 明華 僑農 場 な ど、ベ トナ ム帰 国華 僑 の大 半 を ンガイ

人 が 占め る華 僑農 場 は他 に も あ る。

　 そ れ で は、 花都 華 僑農 場 の ンガイ 人 は 、 どの よ うに して 中

国 に戻 って きた ので あ ろ うか。 花 都 華僑 農 場 の華 僑 事 務所 で

勤 務 してい たD氏(広 府 人)に よ る と、 ここの大 多 数 の ンガ

イ 人 は 、ベ トナ ム にお け る華僑 排 斥 の煽 りを受 け、1978年 か

ら79年 に花都 華 僑 農 場 に移 住 して きた(25)。彼 らは 、広 西 省

の 防港 、欽州 、合 浦 、博 白な どにル ー ツ を もつ が、親 戚 を頼

って故 郷 に 戻 る こ とな く、 政府 に よ り花 都 華僑 農 場 に住 む よ

(24)我 々 が花都華僑農場 を選定 した理由は、調査機会 を得た ことによる。

　 今後は さらに多 くの華僑農場でンガイ人にまつわる調査 を実施す る必

　 要がある。

(25)D氏 に よる と、1978年 か ら79年 に かけて、多 くのベ トナム華僑は香

　 港に も移住 した。 そのなかにはンガイ人もいた。今 でも香港に在住す

　 るベ トナム華僑は少 なくないが、当時の香港政府 は全 ての移住者 を支

　 えきれ なか ったため、国連に申請 して、欧米へ再移住 させ る方針 を立

　 てた。 それに より、アメリカ、カナダ、イ ギ リス、オー ス トラ リアな

　 どにンガイ人が移住 していった。特にベ トナム戦争 の責任を取る形で

　 アメ リカに移住 していったンガイ人は多 く、今でもサ ンフランシスコ、

　 ロサンゼルス、ボス トンな どに居住 しているとい う。 アメリカ、カナ

　 ダ、オース トラ リアなどに居住す るンガイ人の調査 は今後の課題であ

　 る。
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うあて が われ た。 もち ろ ん花都 華 僑 農 場 に は、1950年 代 か ら

60年 代 に もベ トナ ムか ら帰 国 華僑 が 来 た が、彼 らは勉 学 の た

め に戻 った 知識 人 で 、 数 も少 な か っ た。 それ に比 べ て 、1978

年 か ら79年 にか け て帰 国 した ンガ イ人 は、さま ざま な層 か ら

な ってお り、数 も多 か っ た。彼 らは 、ベ トナ ムか ら帰 国 した

経 緯 につ い て 次 の よ うに述 べ て い る(2014年1,月2日 の 聞 き

取 りに基 づ く)。

　 「私 の祖 父 は1920年 代 に広 西省 防 城 県 馬 路 鎮 か らベ トナ

ム ・クア ンニ ン省 の 広河 県 に移 住 しま した。 モ ンカイ の 近 く

で す。 当時 の広 河 県 は ほ ぼ100%が 華 人 で 、 なか で も ンガイ

人 が大 多 数 を 占めて い ま した。 私 は1952年 生 まれ で 、1979

年 の華 人排 斥運 動 の 時 に 中国 に戻 り、花 都 華 僑農 場 で 居住 し

ま した 。 中 国 に戻 っ た 当初 は 、 中 国語 が分 か らず 、学 び 直 し

ま した 」。(C氏)

　 「1979年 の華 人排 斥 の時 、 モ ン カイ か ら花都 の華 僑農 場 に

一 家で 移 住 しま した
。ま だ11歳 の子供 で した。そ の後 、結 婚

して恵 州 に行 きま した が、 兄 が雑 貨 店や レス トラ ン な どを花

都 の農 場 近 くで経 営 してい た た め、 夫 も連 れ て一 家 で 花都 に

戻 って きま した」。(40歳 代 女性)

　 「華人 排 斥 運 動 の時 に 、モ ンカイ か ら一家 で 花都 華 僑農 場 に

来 ま した。 今 は魚 屋 をや って い ます。 ベ トナ ム帰 国 華僑 の立

場 を生 か し、ベ トナ ム 国境 際 のモ ンカイ や 東 興 か ら魚 を輸 入

して売 っ て い ます 」。(50歳 代 女 性)

　彼 らは 、 いず れ も広 西 省 をル ー ツ と して 、ベ トナ ム東 北 部

に住 ん で い たが 、1979年 に 中国 に帰 国 し、帰 国後 は縁 もゆか

りもな か っ た広東 省 珠 江 デル ター 帯 で生 活 してい る。 花 都 華
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僑農場 は、経 済的に裕福 な珠江デル ター帯に位置 しているた

め、ここのンガイ人の暮 らし向きは相対的に良い。 現在 の華

僑農場では、農地が減少 し、近代的なアパー トが林立 してい

る(写 真3)。 経済的利益や社会的地位 を得 て、華僑農場の外

に出た ンガイ人 も少 なくない。

写真3:花 都華僑農場

　 さて、彼 らは、 広 西省 の 防城 港 な どをル ー ツ と し、ベ トナ

ム で は ンガ イ人 と 自称 して い たが 、今 では 、外 部 の人 間 に対

して、 自身 が客 家 で あ る と主張 す るよ うにな っ てい る。

　 我 々が 花都 華 僑農 場 で 初 め て調 査 した時 も、彼 らはみ な 客

家 を 自称 し、彼 らの言 葉 が 客家 語 で あ る と話 して い た。 しか

し、 これ は外 向け の言 葉 で あ り、 さ らに調 査 を進 め てい く と

自 らを ンガイ 人 と 自認 してお り、彼 らの言 語 が ンガイ 語 で あ

る と考 え て い る こ とが 明 らか にな っ た。 彼 らの多 くは、 ンガ

イ語 は 客家 語 の 系統 で あ る が、「彼 らの ン ガイ語 が 『硬 い』言

葉 で梅 県 の客 家語 は 『柔 らか い 』言 葉 で あ る」 な ど と区別 す

る。 ま た 、彼 らは 、 も と も と客 家 を知 らず 、 中国 に来 て か ら
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